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【目  的】  







リッド型人工神経を作成し、 IPJG におけるその効果を検証した。  
【対象および方法】  
8 週齢のルイス系ラット計 34 匹を用い、顔面神経不全麻痺を生じさせた後、
自家神経移植群（ n=8）、 PGA 群（ n=8）、ハイブリッド PGA 群（ n=8）、そして未
治療であるコントロール群（ n=8）の 4 群で比較検討した。 ASCs は別の 2 匹の
個体から脂肪組織を採取し、分離培養したものを PGA 人工神経管内に封入した。 
術後 11 週に whisker pad と舌に逆行性トレーサーを注射し、術後 13 週に複合
誘発筋電図、移植神経の組織学的検査、そして還流固定後に脳組織を採取し顔
面神経核と舌下神経核が 2 重染色されているかどうかを調べた。  
【結  果】  
複合誘発筋電図において、ハイブリッド PGA 群の Amplitude は PGA 群と比べ
有意に高値であり、自家神経移植群と有意差を認めなかった。全ての治療群で
有髄神経の再生を認め、顔面神経核と舌下神経核はいずれも 2 重染色された。  
【考  察】  
今回の実験で、 IPJG において ASCs を含有させた人工神経は人工神経単独と








【結  論】  
ASCs 含有ハイブリッド型人工神経による IPJG は、自家神経移植による IPJG
と神経生理学的に遜色ない効果が得られた。この手法は、今後顔面神経不全麻
痺の外科的治療の一つとなり得ることが示唆された。  
